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要 旨

アレルギー疾患対策基本法が施行され、アレルギー疾患対策の必要性は法的にサ
ポートされているものの、食物アレルギーは乳幼児期に多く発症するため、除去食管
理を行う保護者には様々な負担が存在することが報告されている。近年、食物アレル
ギー児の保護者への育児支援が重要な課題となっており、それを担うのは管理栄養士
ではないかと考えられている。そこで本研究では、まずオンラインデータベースであ
る「医中誌Web」を使用し、2000年～2021年に発表された原著論文を対象に「食物
アレルギー」と「管理栄養士」の⚒つの検索語を組み合わせて検索した。その結果、
「栄養指導」に関する論文が一番多く、すべて2015年12月以降に発表されたものであ
り、アレルギー疾患対策基本法に管理栄養士が医療従事者として明記されたことが影
響したのではないかと示唆された。このように食物アレルギーに対する管理栄養士の
関与が重要視されるようになっている現状が明らかな一方で、注意喚起が記載されて
いる市販菓子中に微量に含まれるアレルギー物質の調査はない。そこで管理栄養士の
支援として、食品製造過程で特定原材料の「卵」のコンタミネーションを排除できな
い菓子の含有分析を ELISA 法にて検査機関に依頼した。その結果、注意喚起が記載
されているすべての菓子で「卵」抗原は検出されなかった。ただし、食品に含まれる
食物アレルギーの原因物質について、管理栄養士が正確な情報を患者およびその家族
に提供するためには検討を続けていく必要がある。
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⚑. はじめに

食物アレルギーは「食物によって引き起こされる抗原特異的な免疫学的機序を介し
て生体にとって不利益な症状が惹起される現象」と定義され1)、経口だけでなく経皮
や経気道などその侵入経路はさまざまである。世界的に食物アレルギー患者は増加し
ており2)、わが国では、アレルギー疾患対策基本法が2015年に施行され、アレルギー
疾患に対する対策の必要性は法的にサポートされているが、乳幼児期に多く発症する
食物アレルギーは、いまだ根本的な治療法が確立されておらず、原因食物を除去した
食事管理を行う保護者には様々な負担が存在することが報告されている3-5)。近年、
食物アレルギー児の保護者への支援が重要な課題となっており、それを担うのは管理
栄養士ではないかと考えられている。臨床では、外来及び入院栄養食事指導料として
⚙歳未満の患者に初回260点、⚒回目以降200点の診療報酬が付与されているが、食物
アレルギーの患者への栄養指導は十分に行われておらず、栄養士・管理栄養士養成校
での食物アレルギー教育が十分でないことが指摘されている6)。
そこで本研究では、現在の状態を反映させた管理栄養士による食物アレルギー児の
保護者への支援を行うために、食物アレルギー児に対する管理栄養士の関わり方の現
状を明らかにし、食物アレルギー表示の課題について検討を行った。

⚒. 食物アレルギー児に対する管理栄養士の関わり方の現状

2-1 論文検索および分析方法
食物アレルギーを診断確定するための食物経口負荷試験は、アレルギーが確定して
いるか、もしくは疑われる食品を単回または複数回に分割して摂取させ、誘発症状の
有無を確認する検査である7)。保険適応は2006年⚔月に入院による食物経口負荷試験
が、その後、2008年⚔月からは外来による食物経口負荷試験に対しても適応が拡大さ
れ、食物アレルギー診療は大きく変遷してきたことから、2000年から2021年に発表さ
れた文献を対象にオンラインデータベースである医学中央雑誌（以下、医中誌Web、
2022年⚔月27日リリース）を使用し検索を行った。「食物アレルギー」と「管理栄養
士」の⚒つの検索語を組み合わせて検索し、抽出した文献から日本の原著論文（会議
録や解説・総説などを除外）で絞り込みを行い、小児に関する文献を分析対象とした。
なお、診療報酬の算定の必要がない業務については、「管理栄養士」に限定せず、関
わり方の内容が管理栄養士と同等と認められる場合は、「栄養士」においても分析対
象に含めた。
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2-2 結果
医中誌Web を使用し、「食物アレルギー」と「管理栄養士」の⚒つの検索語を組
み合わせて検索した結果、319件が該当した。抽出した文献から絞り込み条件設定を
行い本研究に直接関連しない文献は除外した結果、分析対象は12件であった。
表⚑に分析対象の文献12件のタイトル、テーマ、研究目的、研究結果の内容の類似
性に基づき研究内容を⚕つのカテゴリーに分類した。一番多かった文献は「栄養指
導」に関するもので、次いで「給食対応」「サマーキャンプ」が多く、「栄養評価」、「入
院下の栄養管理」は各⚑報ずつであった。「栄養指導」に関する論文はすべて2015年
12月以降に発表されたものであった。表⚒に表⚑の⚕つのカテゴリー別に対象論文の
タイトル、著者、データ収集方法、投稿誌について示した。

2-2-1 栄養指導

嶋ら8)は、栄養食事指導を受けた患児・家族の約 1/3 で支援が必要であり、食物ア
レルギー児のアレルゲン定期摂取を促すためには、食材の特性を考慮した管理栄養士
による個別の支援が必要であることを明らかにした。具体的には、牛乳を嫌い定期摂
取に難渋する場合、乳たんぱく質量を乳加工品（ヨーグルト、アイス、チーズなど）
に代替する方法が有効であった。藤田ら9)は、紹介された食物アレルギー児の栄養指
導において、食物アレルギー児の養育者、紹介医院の医師、看護師、管理栄養士らが
情報共有を必要としており、栄養情報提供書により引き続き観察が必要なポイントを
伝えていくことの重要性について明らかにしていた。衛藤ら10)は、⚓、⚔ヶ月児の健
診時に集団・個別の栄養指導で共通に多かった内容が食物アレルギーの知識であるこ
とを報告しており、約50％の回答を得ていた。飯田ら11)は、卵、小麦、大豆を完全に
除去しなければならないアトピー性皮膚炎と食物アレルギーの⚑歳⚑ヶ月の男児の食
物アレルギーの栄養指導について報告しており、母親に強い不安感と正確な情報を得
られないことによる食生活の混乱を報告し、まずは、不安軽減につながる栄養指導か
ら始め、正しい知識の提供と情報の整理を行い、段階的に具体的な方法を提案する栄
養指導についての有効性を明らかにしている。佐藤ら12)は、管理栄養士が栄養指導を
効果的に行うために、食物アレルギー児を持つ保護者の食生活上の主な心配や悩み
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表⚑ 研究内容別分類と件数割合（％）

内容別分類 合計 栄養指導 給食対応 サマーキャンプ 栄養評価 入院下の
栄養管理

文献数 12 5 3 2 1 1

件数割合（％） 100 41.7 25.0 16.7 8.3 8.3



大手前大学論集 第23号（2022）

― ―

【T：】Edianserver/大手前大学/論集/第23号（2022)/〔調査報告〕吉澤みな子ほか⚔名/// ⚒ 校

148

表⚒ 小児の食物アレルギーと管理栄養士（一部栄養士を含む）に関する論文

論文のタイトル 著者 データ収集方法 投稿誌

栄
養
指
導

食物アレルギー患児におけるアレルゲン
定期摂取を促す管理栄養士の支援 嶋光葉ら

栄養食事指導を受け
た患児・家族を対象
とした診療録

日本小児臨床アレル
ギー学会誌、19(3)、
283-288（2021）

クリニックとの栄養指導情報の共有～そ
の有用性と課題～ 藤田麻奈美ら

食物アレルギー児の
養育者と医師、看護
師、管理栄養士のア
ンケート調査

日本小児臨床アレル
ギー学会誌、17(1)、
42-45（2019）

全国市区町村における乳幼児期を対象と
した栄養指導の実施状況および指導内容
の実態

衞藤久美ら

インターネット調査
（回答の不備のみ郵
送法による質問紙調
査）

厚生の指標、64(4)、
27-34（2017）

皮膚症状の変化を食物摂取と関連づけて
不安が募り、患児の栄養摂取量不足をき
たした家族に対する管理栄養士の介入

飯田純代ら
アトピー性皮膚炎と
食物アレルギーの男
児に対する栄養指導

日本小児難治喘息・
アレルギー疾患学会
誌、15(1)、13-18
（2017）

食物アレルギー児を持つ保護者の食生活
上の心配・悩みに対する管理栄養士の栄
養指導

佐藤誓子ら 保護者を対象とした
質問紙調査

体力・栄養・免疫学
雑誌、25(3)、
248-252（2015）

給
食
対
応

三光幼稚園・三光保育園における食物ア
レルギー児の給食対応 岡智代ら

園に保存している資
料、食物アレルギー
綴りと食物アレル
ギー指示書

西九州大学健康福祉
学部紀要、42、
51-58 (2012)

保育園において安全に食事を提供するた
めの取り組み 水廣亜沙美ら

インシデント・アク
シデント報告書によ
る調査

愛仁会医学研究誌、
42、122-124 (2010)

学校給食における食物アレルギーの対策 今井孝成 郵送法によるアン
ケート調査

アレルギー、
54(10)、1197-1202
（2005）

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

野外炊事の事前学習会の食育としての効
果―アレルギー児サマーキャンプ2019― 前東めぐみら 保護者へのアンケー

ト調査
臨床栄養、137(1)、
70-75（2020）

喘息児サマーキャンプにおける食物アレ
ルギー児への栄養士の関わり 広木キミ子ら

アレルギー対応食提
供のプロセスと栄養
士の役割調査

日本小児難治喘息・
アレルギー疾患学会
誌、2(1)、53-57
（2004）

栄
養
評
価

保育所において食物アレルギー児が摂取
している給食の栄養評価 佐藤誓子ら

代替食対応を行って
いる保育所において
個別面接調査法

体力・栄養・免疫学
雑誌、23(3)、
127-140（2013)

入
院
下
の
栄
養
管
理

重篤なアレルギー体質患児の全身麻酔経
験―多数科の協力体制― 藤井桂子ら 症例報告 鶴見歯学、34(1)、

1-4（2008)



が、「同じメニューになる」「栄養不足になる」ことを明らかにし、管理栄養士による
栄養指導を受けていない保護者に多いことを報告している。

2-2-2 給食対応

給食対応に関する論文は、2005年から2012年に発表されており、岡ら13)は保育園、
幼稚園において、食物アレルギー児への対応の現状を明らかにし、今後の課題につい
て検討するために、原因食品を調査し、代替食品による栄養素量の変化についても確
認した結果、卵アレルギーが最も多く、園内での事故防止のためには管理栄養士によ
るチェック体制の強化が重要であると報告している。水廣ら14)は、保育園において安
全に食事を提供するための取り組みについて検討し、保育士だけでなく栄養士と話し
合い、全調理師へ周知することが誤配膳を防止しできることを報告している。今井15)

は、学校栄養士を対象に全国10,190施設（小・中学校・特殊学校）の学校給食の調理
場において、1,031施設は食物アレルギーの調査をしておらず、また、調査をして食
物アレルギーの児童・生徒がいるにもかかわらず、食物アレルギー対策をしていない
調理場も1,031施設あったことを報告しており、わが国の学校給食における食物アレ
ルギー対策が不十分であることを明らかにしている。

2-2-3 サマーキャンプ

食物アレルギーはアレルギーの原因食物を除去することが必要であるが、栄養面だ
けでなく食べる楽しみや人と人とのつながりに影響を及ぼすことに注意が必要であ
る。前東ら16)は、サマーキャンプでは、野外炊事を開催し学年の異なる仲間でカレー
をつくって一緒に食べるという経験にとどまらず、野外炊事の前に管理栄養士が事前
学習会を行うことは、アレルギー児が家庭での食事の手伝いを自主的に行うことにつ
ながることを明らかにしている。広木ら17)は、食物アレルギー児が参加するキャンプ
に栄養士が参加し、食事の対応を行うことで、重症な食物アレルギーをもつこどもで
もキャンプに参加でき治療効果を上げていることを報告している。また、サマーキャ
ンプは、食物アレルギー児が今後様々な社会活動に参加する機会を少しでも広げるこ
とに役立つだけでなく、栄養士がかかわることで保護者にとっても安心してこどもを
送りだすことができ、栄養士にとっては日ごろ原因食物の除去をどのように進めてい
るかその実態把握を理解することができる良い機会になっていることも明らかにして
いる。

2-2-4 栄養評価、入院下の栄養管理

佐藤ら18)は、調査した保育所の97％に管理栄養士・栄養士が配置されており、保育
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所における食物アレルギー児の給食（昼食と間食）のエネルギー量および栄養素量は、
非食物アレルギー児と比較して鶏卵アレルギー児では同等であるが、牛乳・乳製品ア
レルギー児はカルシウムとビタミンＢ2が低値であるため栄養学的な配慮が必要であ
ることを明らかにしている。
藤井ら19)は、既往症として喘息、小麦、鶏卵、牛乳それぞれ⚓回のアナフィラキシー
ショックの既往歴がある重篤なアレルギー体質患児（⚕歳10ヶ月の男児）の全身麻酔
下での歯科治療において、入院時の栄養・食事管理を管理栄養士が行うなど多職種で
の連携により、アレルギー反応やその他の合併症もなく無事治療が終了したことを報
告している。

⚓. 食物アレルギー児に対する管理栄養士の関わり方の課題

3-1 市販の菓子類のスクリーニング検査（ELISA法）
乳幼児期に発症する食物アレルギーの中で最も多いのは鶏卵アレルギーであるた
め20)、大阪市内の小売店に流通する入手しやすい市販菓子で、原材料に「卵」を含ま
ず、「卵」を含む製品と同じ施設内や共通の設備で製造している旨の注意喚起が記載
されている菓子⚘種、原材料に「卵」を含む菓子⚗種の合計15種を試料とした。試料
⚑から⚘まではすべて製造会社が異なっており、試料⚑と試料11、試料⚙と試料10、
試料⚓と試料14、試料⚘と15はそれぞれ同じ製造会社である。測定は消費者庁通知の
検査法による特定原材料一次スクリーニング試験である ELISA 法に従い21)、日本ハ
ム製 FASTKIT エライザ卵測定キットと森永生科学製モリナガ FASPEK卵測定キッ
トを用い、測定はビューローベリタスエフイーエーシー株式会社に依頼した。

3-2 結果
試料のアレルギー表示および測定結果を表⚓に示した。測定値の範囲は1.0～20.0

μg/g であり、測定検出上限値（20.0 μg/g）以上の場合は「＞20.0」、測定検出下限
値（1.0 μg/g）未満は「＜1.0」と示した。試料⚑から試料⚘は、原材料に「卵」は
使用していないが、「卵」を含む製品を製造する工場や施設もしくは「卵」を含む製
品と共通のラインや設備で製造されている旨の注意喚起がされている菓子であるが、
すべて測定検出限界である1.0 μg/g 未満であり、製造会社間の差異は認められなかっ
た。試料⚙から試料15は、原材料に「卵」が使用されている菓子で、すべて20.0
μg/g 以上であり差は認められなかった。
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⚔. 考察

食物アレルギーは、いまだ根本的な治療法が確立されておらず、安全のためには原
因食物を除去することが基本であるが、その除去は必要最低限でなければならず、症
状が誘発されない範囲までは食べることを目指さねばならない。食物アレルギーは、
乳幼児期に発症することが多く、除去食の管理を行う保護者には様々な負担が存在す
るため、管理栄養士の支援は必要不可欠である。本研究の論文検索結果から、管理栄
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表⚓ 市販菓子のアレルギー表示と特定原材料（卵）の ELISA法測定結果

No 製品名 表示内容 測定結果
（μg/g）

⚑ チョコレート菓子 小麦・卵を含む製品と共通の施設で製造
（注意喚起） ＜1.0

⚒ チョコレート 本品は、卵、アーモンド、ごまを含む製品と共通の設備
（注意喚起） ＜1.0

⚓ 準チョコレート
（いちご味）

本品製造ラインでは卵・ピーナッツを含む製品を生産
（注意喚起） ＜1.0

⚔ クッキー
（バニラクリーム入り）

本品製造工場では卵・乳成分を含む製品を生産
（注意喚起） ＜1.0

⚕ 米菓 本品製造工場ではえび、小麦、卵、落花生を含む製品を製造
（注意喚起） ＜1.0

⚖ スナック菓子
（えび）

本品は卵・乳成分・かにを含む製品と共通の設備
（注意喚起） ＜1.0

⚗ スナック菓子
（ポップコーン）

本品製造工場ではえび、かに、卵を含む製品を生産
（注意喚起） ＜1.0

⚘ 清涼菓子
（ラムネ）

小麦・卵を含む製品と共通の設備
（注意喚起） ＜1.0

⚙ パイ
（チョコ生地のパイとクッキー） 原材料に「卵」を含む ＞20.0

10 クッキー
（チョコチップ） 原材料に「卵」を含む ＞20.0

11 チョコレート菓子 原材料に「卵」を含む ＞20.0

12 焼菓子
（ぼーろ） 原材料に「卵」を含む ＞20.0

13 クッキー
（チョコレートコーティング） 原材料に「卵」を含む ＞20.0

14 菓子
（クリーム入りワッフル） 原材料に「卵」を含む ＞20.0

15 ビスケット 原材料に「卵」を含む ＞20.0



養士による小児の食物アレルギーに関する論文は、給食対応から栄養指導へ移行して
きており、アレルギーの原因食物を含まないように、給食での事故発生の原因と改善
策に関する研究から、必要最低限の除去量を見極め、必要以上に食物の選択の幅が狭
くならないように、また、保護者の不安を取り除くためにも管理栄養士による個別の
支援による介入が必要であると考えられた。外来及び入院栄養食事指導料として診療
報酬が付与されているにもかかわらず、食物アレルギーの患者への栄養指導は十分に
行われていないことが指摘されているが6)、栄養指導に関する論文はすべてアレル
ギー疾患対策基本法が制定された2015年以降に発表されたものであり、アレルギー疾
患対策基本法に医療従事者として管理栄養士が明記されたことが影響しているのでは
ないかと示唆され、今後の更なる研究が期待される。管理栄養士を目指す学生は、将
来の職場として、食品会社、病院、学校、幼稚園・保育園を考えているため22)、管理
栄養士による支援は必ずしも病院での栄養指導とは限らない。食物アレルギーの原因
食物が含まれていない食品だけでなく、どれくらいの量が含まれているのか正確な情
報を伝え、摂取することができる食品の選択の幅を増やすことは、アレルギー児をも
つ保護者の負担軽減につながり、食物アレルギー児のQOL の低下を防ぐことができ
ると考えられた。わが国では、2001年に加工食品のアレルギー表示制度ができ食品衛
生法で定められていたが、現在は消費者庁に移り2015年に施行された食品表示法に引
き継がれている。重篤度や症例数の多い特定原材料⚗品目（卵、乳、小麦、えび、か
に、落花生、そば）は表示が義務づけられているものの、特定原材料に準ずる21品目
（アーモンド、あわび、いか、いくら、オレンジ、カシューナッツ、キウイフルーツ、
牛肉、くるみ、ごま、さけ、さば、大豆、鶏肉、バナナ、豚肉、まつたけ、もも、山
いも、りんご、ゼラチン）は、可能な限り表示に努めるよう推奨されるにとどまって
いる。また、くるみの特定原材料への移行についても検討されている。さらに、特定
原材料⚗品目を含んでいなくても、特定原材料を含む製品と同じ施設内や共通の設備
で製造している旨の注意喚起が記載されている製品に関しては、“念のため”、“心配
だから” という理由で必要以上に除去するものを増やすことは避けるべきである。宇
理須は23)、鶏卵アレルギー患者はほとんどの症例で10 μg を超える量で症状が惹起さ
れていることを明らかにしていることから、今回分析した試料⚑から試料⚘では多く
の軽症患者には症状誘発の影響は少ないと考えられた。しかし、一部アレルギー患者
には、かなり微量でもアレルギー症状が誘発されることから、加工食品のアレルギー
表示を確認するだけで防ぐことはできない。管理栄養士が食品に含まれる食物アレル
ギーの原因物質について、その量も含めて正確な情報を提供することが育児支援につ
ながると考えられるが、具体的な方法は今後の課題として検討を続けていく必要があ
る。
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